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２０２５年３月２１日 

明治安田生命保険相互会社 

イオン株式会社 

イオンフィナンシャルサービス株式会社 

明治安田生命保険相互会社、イオン株式会社および 

イオンフィナンシャルサービス株式会社による 

包括的パートナーシップ契約の締結について 

～“お客さまを中心とした「元気で豊かな」持続可能な地域社会”の実現に向けて～ 

明治安田生命保険相互会社（執行役社長 永島 英器）、イオン株式会社（取締役 代表 

執行役社長 吉田 昭夫、以下イオン）およびイオンフィナンシャルサービス株式会社 

（代表取締役 会長兼社長 白川 俊介、以下イオンフィナンシャルサービス）は、健康   

増進や地域活性化、金融・保険領域における提供価値の拡充をめざし、包括的パートナー

シップ契約を締結しましたので、お知らせいたします。 

また、本パートナーシップの構築に伴い、当社はイオンの株式６６６万株を追加取得 

いたします（保有株式数９０８万株、持分比率１.０％に増加）。 

１．本パートナーシップの背景と目的 

少子高齢化・人口減少の進展や都市・地域間格差の拡大等の社会課題がいっそう顕在化

すると見込まれるなか、地域の課題が今後さらに深刻化することが予想されます。これら

は、生命保険業を営む当社と、小売業を主体とするイオングループにとって、共通の経営

課題であると考えています。 

 これらの課題解決に向け、当社は２０３０年にめざす姿を「『ひとに健康を、まちに

元気を』最も身近なリーディング生保へ」とし、２「大」プロジェクトとして展開して

いる「みんなの健活プロジェクト」ではお客さまの健康づくりの支援に、「地元の元気

プロジェクト」では豊かな地域づくりに貢献する取組みを進めています。 

イオングループは２０３０年にありたい姿として「『イオンの地域での成長』が『地域

の豊かさ』に結びつく、循環型かつ持続可能な経営」を掲げ、２０２１～２０２５年度

の中期経営計画において、「新たな時代に対応したヘルス＆ウエルネスの進化」による

お客さまの新たな健康ニーズへの対応と「イオン生活圏の創造」による地域貢献に取り

組んでいます。 

このように、両社が事業を通じてめざす方向性に高い親和性があることから、両社の

強みを活かすことで、社会課題の解決に寄与することができると考え、今回の包括的

パートナーシップを構築するに至りました。 
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２．両社のパートナーシップでめざす姿 

 両社は、お客さまがもっと明るく、笑顔あふれるくらしを送る世界を実現するために、

共に人と人、人と社会・地域をつなげる役割を通じ、新たな価値を創造するという共通

した考えを持っています。イオングループの「一人ひとりの笑顔が咲く未来のくらしを

創造する」、当社の「ひとに健康を、まちに元気を。」というステートメントのもと、協業

を推進していきます。 

イオングループは日本全国に約１６,０００に広がる社会インフラともいえるリアル店舗

ネットワークを持っています。また、当社は約３.６万人のＭＹリンクコーディネーター等

（営業職員）を中心としたお客さま一人ひとりの生活に寄り添うことができる「人」と

ネットワークを有しています。さらに、両社は全国の自治体やＪリーグ等の共創パートナー

との強固な関係も有しています。 

 本提携により、イオングループと当社がそれぞれ有する強みを活かし、健康増進・

地域活性化に資する多様な提供価値を共創することで、「お客さまを中心とした『元気で

豊かな』持続可能な地域社会」の実現をめざします。 

これらの取組みに加え、両社による健康経営支援や決済サービス等の活用を通じた

地域企業との連携強化、地域医療や行政サービスとの連携・ネットワーク構築等を進め

ていくことで、新たな社会インフラとして、お客さま一人ひとりの健康づくりや地域社会

の発展を応援し、持続可能で希望や笑顔があふれる地域社会に貢献してまいります。 

 【包括的パートナーシップの全体像】 
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３．主な取組内容 

 本パートナーシップでめざす姿の実現に向け、お客さまの健康増進・地域活性化に

資する以下の取組みを推進してまいります。今後も、これにとどまることなく、新たな

取組みを両社協働で検討し、順次具体化してまいります。 

なお、これらの取組みは当社・イオングループ両社の経営層によるコミットのもと、

推進してまいります。 

（１）イオングループの店舗網と明治安田のコンテンツを活用した健康増進支援 

イオングループが展開する全国の店舗や施設において、当社が提供する「健康に向けた

前向きな活動（健活）」を支援する多様なコンテンツを活用したセミナー・イベント等を、

全国約３.６万人のＭＹリンクコーディネーター等とイオンフィナンシャルサービスにて

共催し、ご案内してまいります（注１）。健康状態のチェックやフレイル予防をはじめとした

多様な取組みを企画・推進し、各地域のお客さまや地域のみなさまの健康増進に貢献して

まいります。 

（２）両社の地域ネットワークの掛け合わせによる地域社会への貢献 

両社の全国の自治体とのネットワークおよびＪリーグ等の共創パートナーと、イオン

グループの地域の社会インフラとして重要な役割を持つ店舗ネットワークや決済サービス

で構築される生活圏を組み合わせることで、地域振興や地域経済の活性化に資する取組み

を展開し、お客さまや地域の持続的で豊かな地域社会に貢献してまいります。 

（３）カード事業の共同運営によるお客さまの体験価値向上 

当社およびイオンフィナンシャルサービスは両社の顧客を対象とするカード事業を共同

で運営することで、両社サービスの強化に取り組んでまいります。 

 第一弾として、提携クレジットカードの発行を通じ、保険料支払時の利便性向上や、

本カード事業を起点とした新たなサービスの創出を推進してまいります。 

（４）データ利活用による健康分野を中心とした新たな価値共創 

当社とイオンフィナンシャルサービスによる共同データプラットフォームの構築を

検討し、データ利活用を通じて、お客さまの健康で豊かな暮らしの実現に資する提供価値

の創出・高度化や、新たな保険商品・健康増進サービスの開発に活かしてまいります（注２）。

（注１）イベント・セミナーを通じて入手したお客さまの個人情報に関しては、厳重に取扱い・保管・

管理し、お客さまのご同意をいただいた目的以外での使用は一切いたしません 

 （注２）商品・サービスの向上のみが目的であり、相互が保有するお客さまの個人情報に関し、イオン 

グループと当社との間で個人が特定される形での情報の授受は一切行ないません 
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４．包括的パートナーシップの構築に伴う株式取得 

 本パートナーシップの構築に伴い、当社はイオンの株式６６６万株の追加取得（保有

株式数９０８万株、持分比率１.０％に増加）と、イオンフィナンシャルサービス子会社

であるイオン・アリアンツ生命保険株式会社（代表取締役社長 野口 俊哉、以下イオン・

アリアンツ生命）の株式取得（持分比率８５.１％（注３））を実施いたします。 

（注３）当社によるイオン・アリアンツ生命の株式取得の直前に実施予定であるイオンフィナンシャル

サービスによる同社への増資後の比率 

本パートナーシップの具体的な内容については、別冊資料をご参照ください。 

 

【イオンの企業概要】 

会社名 イオン株式会社 

所在地 
〒２６１ー８５１５ 

千葉県千葉市美浜区中瀬１ー５ー１ 

代表者 吉田 昭夫 

設立 １９２６年 

ＵＲＬ https://www.aeon.info/ 

【イオンフィナンシャルサービスの企業概要】 

会社名 イオンフィナンシャルサービス株式会社 

所在地 
〒１０１ー００５４ 

東京都千代田区神田錦町３ー２２ 

代表者 白川 俊介 

設立 １９８１年 

ＵＲＬ https://www.aeonfinancial.co.jp/ 

【イオン・アリアンツ生命の企業概要】 

会社名 イオン・アリアンツ生命保険株式会社 

所在地 
〒１１３ー００３３ 

東京都文京区本郷１ー１０ー９ 住友不動産水道橋壱岐坂ビル 

代表者 野口 俊哉 

設立 ２００６年 

ＵＲＬ https://www.aeon-allianz.co.jp/ 
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